（様式２）

　　　　　海外招へい研究者受入希望説明書
受入機関名　　　　　　　　　　　　　　　　
1． 招へい期間中に予定する研究又は学術的な活動の内容等について

(1) 研究又は学術的な活動テーマ

(2) 研究又は学術的な活動計画の内容（必要に応じて専門用語の解説を付記すること）　

(3) 招へい希望理由

(4) 研究又は学術的な活動の予算規模

(招へい研究者が受入機関において行う研究又は学術活動に要する研究費及び活動費の予算規模を記入してください。受入機関が負担)

(5) 概算招へい費用（別表「支給条件」の項目ごとに内訳も記入してください。）

合計



円

渡航費



円

空港からの交通費

円

滞在費



円

出張旅費


円
(6) 研究又は学術的な活動を実施する部署名及び場所

(7) 研究又は学術的な活動に参加予定の研究者数及び主な研究者名とその職名、または職位

研究者数：
主な研究者名とその職名、職位：

(8) 招へい希望期間
(日本入国日から日本出国日までの表記で記入してください。)
　　　　　　　　　　　　　　日間

(9) 招へい開始希望時期及び時期

　　　　令和    年　　　月（上・中・下）旬頃

(10) 共同研究又は学術的な活動によって期待する成果
(招へい研究者の業績、独創性等と研究又は学術的な活動計画の内容及び期待できる成果とのかかわり等も説明してください。)

1 受入機関が期待する成果
2 招へい研究者が期待できる成果
(11) 研究又は学術的な活動スケジュール
（研究スケジュールの概略を提出してください。講義、講演等の計画ある場合は、それらについても記述してください。）

1 研究又は学術的な活動スケジュールの概略

2 講義、講演等の計画

(12) 特記事項

（国際交流、啓発活動による若手研究者の育成、招へい研究者を育成するプラン等の人材育成及び国際貢献の観点から特記すべきことがあれば記入してください。）
2． 招へい研究者の職名、または職位

(1) 受入機関で予定される招へい研究者の職名、または職位

(2) 招へい研究者が現在所属している機関における招へい期間中の職名、または職位

3． 招へい研究者の希望クラス（選択してください）
クラスＳ　・クラスＡＡ　・クラスＡ・　クラスＢ　・　クラスＣ
(招へい費用は、支給条件表に従い、招へい研究者のクラスに応じて支給されます。)
4． 招へい研究者との招へいに関する予備交渉の発端、経緯、現況の概要を説明してください

2. 受入機関が民間企業の場合、採択を希望する制度を選択してください。
（ご希望どおりにならないことがあります）

　　国際交流プログラム　・　国際研究協力ジャパントラスト事業　
・　どちらでも

注)　国際研究協力ジャパントラスト事業をご希望のご提案者は
　　　　　　　招へい希望期間を30～360日間に設定してください

